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はじめに 
	 これまでに我々は、優れた磁気光学特性を示す Nd0.5Bi2.5Fe5O12薄膜を作製することに成功し、磁気

異方性などの磁気特性を評価してきた。一方、Nd、Y、Gd以外の希土類を用いた高濃度 Bi置換ガーネ
ットは研究例がない。そこで今回は、希土類元素に Sm を用いた Sm0.5Bi2.5Fe5O12 (SBIG)薄膜を Gd 
3Ga5O12 (GGG)単結晶基板上に作製し、その磁気光学特性を評価した結果について報告する。 

 
実験方法 
	 GGG (111)基板上に MOD コート剤 (BiFeSm-
04(2.5/5/0.5))，高純度化学研究所）を滴下し、スピンコ
ータで 3000 rpm、30 secの条件で塗布した。その後に
100 ℃のホットプレートで乾燥させ、450 ℃のホット
プレートで仮焼成を行った。この操作を 5 回繰り返し
た後に本焼成を行った。今回の実験ではこの本焼成の

温度を 510 – 690 ℃まで 20 ℃ずつ変化させた。作製
したサンプルについて、Faraday回転角を測定した。 
 
実験結果 
	 Fig. 1に、SBIG薄膜の Faradayスペクトル、 
Fig. 2に波長 520 nmで測定した Faradayヒステリシ
スを示す。本焼成温度が上がるにつれて Faraday回転
角は増加し、690 ℃の時に約３°となり、Smを用いた
ガーネットでもこれまでに報告された Nd、Y などと
同様の Faraday 回転角が得られることがわかった。
また、Faradayヒステリシスでは、本焼成温度が上が
るにつれて飽和磁場が低下し、垂直磁気異方性が強く

なったことから、 111方向が磁化容易軸であると考え
られる。以上の結果から、Smを希土類に用いた高濃
度 Bi 置換ガーネットが作製可能であることがわかっ
た。 
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Fig. 1 Faraday spectra of SBIG thin films 
crystallized at 530 – 690 ºC.  
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Fig. 2 Faraday hysteresis of SBIG thin films 
measured at a wavelength of 520 nm.  

11pPS  9

 38 


